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  1 セッションは，インシデント・プロセス事






 インシデント・プロセス事例研究法は， 5 段
階で行われる。本研修では，第 1 段階インシデ
ント調べ（ 5 分），第 2 段階事実の収集（60分～




























募った 3 セッション， 4 セッション目の参加者
とした。その理由は 2 つのセッションが終了し
た段階で研修のスタイルが安定してきたためであ
る。  3 セッション目（2012年  9 月～2013年  1 
月）の研修参加者14名と 4 セッション目（2013
年 4 月～2013年 8 月）の研修参加者15名である。
研修参加は，参加者の自由意思によるものである。 
3 セッション目と 4 セッション目は 9 名が同じメ
ンバーで 5 名のメンバーは変わっている。 
 
（２）調査方法 















した。 3 セッション目の所要時間は 3 時間とし，
話しやすい雰囲気作りのため，お茶を用意するな
どの工夫をした。 4 セッション目の所要時間は 2 
時間である。 
 2 ）調査票による集合調査 






 1 ）フォーカスグループインタビューでの質問項目 
 インタビュー項目は， 3 セッション目がより
多く， 8 項目， 4 セッション目は 4 項目である。 







いての 8 項目である。 




録についての 4 項目である。 
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  3 セッション目は，14名であるが，地域包括
支援センター相談員 5 名，介護支援専門員 9 名
であった。 4 セッション目は15名であるが，地
域包括支援センター相談員 8 名，介護支援専門






が 5 名，介護福祉士が 6 名，ヘルパーが 5 名で
あった。社会福祉士から介護支援専門員を取得し
たものは 2 名。12名は，直接介護や看護にあたる
職種から介護支援専門員となっている。（図 1 ） 
 
（３）カテゴリー 




号をつけた。特に， 4 セッション目は 2 回続け
て研修をうけている者が 9 名おり，その 9 名の
発言が 3 セッション目の項目をさらに深める内
容となっているため，  3 セッションのカテゴ
リーに加える形で新しい項目を作成した。 
①  3 セッション後のインタビュー 













項目であった。（表 1 ） 
②  4 セッション後のインタビュー 




















  3 セッション目のメンバーは，全員がインシ
デント・プロセス事例研究法による研修をこの研
修以外ではやったことがなかった。 4 セッショ
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 3 .研修参加の意味 自己研鑽 









































































































































































































































































































 この項目は 3 セッション目で出てきた内容で
ある。サブカテゴリーとしては，①不安，②事例
をまとめるのが大変，③自分を責める感じがある，
の 3 項目となった。 
 
（10）レポートの見どころ 
  3 セッション目のサブカテゴリーは，①質問，









 これは， 4 セッション目で出てきた内容であ
る。サブカテゴリーは，①自分の変化がわかる，
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②他人の変化がわかる，の 2 項目である。 
 
（13）研修効果 
 これは 4 セッション目で出てきた内容である。
サブカテゴリーは，①技術が身につく，②効果に
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（８）援助者としての変化を自覚することを可能
にする 
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 研修は， 2 時間半から 3 時間の時間が必要と
なる。本研修でも，前回の振り返り（15分）第 1 
段階インシデント調べ（ 5 分），第 2 段階事実の
収集（60分～80分），第 3 段階問題設定（15分），
第4段階決心と理由（15分），実際にとられた処
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